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米軍機落下物事故

自
治
体
、
住
民
憤
り

「
空
か
ら

ヒ
ラ
ヒ
ラ
と
何
か

が
落
ち

て
く
る

の
が
見
え
た
。

く
ぐ
り
抜
け
よ
う
と
し
た
が
、

間
に
合
わ
ず
車

の
後
部
に
当
た

っ
た

。

コ
ツ

ン
と

い
う
音
が

し

た

」
。
部

品

が
衝

突

し

た
乗

用

車
を
運
転
し

て
い
た
大
和
市
内

に
住
む
男
性

会
社
員

（
”
）
は
そ

う
振
り
返
る

。
当
時
は
仕
事
中

で
、
ラ
ジ
オ
を
開

い
て
い
た
と

い
う
。

沖
縄

の
普
天
間
飛
行
場
と
同

様
に
、
厚
木
基
地
も
周
辺
人

口

２
５
０

万
人
と
も

い
わ
れ
る
人

口
密
集
地

の
上
空
を
米
軍
機
が

飛
び

交
う
。
事

故
直
後

、
現
場

で
巨
大
な
整

卜
部
品
を

目
の
当

た
り
に
し
た
第

４
次
厚
木
爆
音

訴
訟
原
告
団

の
斎
藤
英

昭
事
務

局
長

（
７‐
）
は

「
墜
落
に
次
ぐ

大

事
故
」
と
衝
撃

を
受
け
る
。
コ

つ
は
県
道
に
落
ち

て
い
た
。
普

「
大
惨
事
に
な

っ
て
も
お
か
し
く
な

い
」
Ｉ
Ъ

交
通
量

の
多

い
自

昼
の
県
道
に

、
米
軍
機
の
機
体

の

一
部
が
落
下

し
た
事
故

。
現
場
近
く

の
米
海
軍

厚
木
基
地

（
大
和

、
綾
瀬
市

）
周
辺
の
自
治
体

、

住
民
か
ら
は
憤
り

の
声
が
上
が

っ
た

。

（
県
央
総

局
、
報
道
部

）
＝
本
記
―
面
に

段
は

一遂
罰
も
起
こ
る
道
路

。
大

惨
事

に
な

っ
て
も
お
か
し
く
な

い
」

馨

察
や
米
軍
が
部
品
を

回

収
し

て
い
る
最
中

も
事
故
機

の

同
型
機
が
飛
行
を
続
け
た
。
こ

の
無
神
経
さ
が
分
か
ら
な

い
。

米
軍
は
当
事
者

と
し

て
何
を
考

え

て
い
る
の
か
」

現
場
近

く
を
通
る
相
模

鉄
道

は
航
空
機
事
故
に
備
え

、　
一
部

が

ト
ン
ネ
ル
化
さ
れ

て
い
る
も

の
の
、

一
部

の
部
品
が
線
路
内

に
落
ち

た
恐
れ
も
あ
る

。
同
社

は

「
事
故
は
報
道

で
知

っ
た
。

運
行
ダ
イ
ヤ
に
は
影
響
は
出

て

い
な

い
」
と

し
た

。

2002 9 15 部 品 藤沢市 屋根破損
03 3 14 部 品 相模湾上 な し

04 7 19 銃弾 横浜市泉区 な し

04 11 29 部 品 厚木基地内 な し

0412 7 部 品 藤沢市 屋根破損
054 14 部品 不 明 な し

054 14 部品 不 明 な し

05 5 23 部品 不 明 な し

06 5 22 部 品 丹沢山中 な し

06 10
９
４ 部 品 小田原市 な し

07 2 27 部 品 不 明 な し

07 4 10 部 品 不 明 な し

09 2 17 部 品 綾瀬市 な し

10 1 28 部 品 綾瀬市 窓ガラス破損
1034 部 品 不明 な し

1123 機材 寒川町 な し

過
去
１０
年
の
米
軍
機
に
よ
る
落
下
事
故

後
を

絶
た
な

い
部
品
菫

卜
。

地

元
の
大
本
哲

大
和
市
長

は

「
決

し

て
あ

っ
て

は

な

ら

な

い
」
、
笠

間

城

治
郎

綾

瀬

市

長

は

「大
変
怒

り
を
感
じ

て
い
る
。

安

全

対

策

が

講

じ

ら

れ

る

ま

で
、
す

べ
て
の
飛
行
停
止
を

強

く
求

め
る
」
と

コ
メ

ン
ト

。
両

市
長
は

９
日

、
基
地
を
訪
れ
再

発
防
止
を
求
め
る
。

黒
岩
祐
治
知
事

は

コ
せ
急
に

原
因
究
明
を

行

い
、
実
効
性
あ

る
再
発
防
止
策
を

確
立
す
る
と

と
も
に

、
徹
底

し
た
安
全
管
理

に

努

め

る

こ

と

を

強

く

求

め

る
」
と

の

コ
メ

ン
ト
を
出
し
た
。

厚
木
基
地
近
く
の
県
道
に
落
下
し
た
米
甲
機
の
部
品
。
奥
の
線
路
は

相
模
鉄
道
　
　
　
　
＝
８
日
午
後
３
時
２０
分
ご
ろ
、
大
和
市
上
草
柳

群

「子
ど
も
守
り
た
い
が
…
」

厚
木
基
地
近
く
に
は
小
学
校

や
保
育

園
な
ど
が
多

い
。
生
活

の
場

で
起
き
た
整

卜
事
故

に
子

育

て
世
代
や
教
育

現
場

も
不
安

を
隠
さ
な

い
。
現
場
近

く

の
保

育

園
に
子
と

も
が
通
う
介
護

士

の
女
性

（
”

）
は

「
と

て
も
不
安

。

飛
行
機
が
上
空
を

飛
ぶ

の
も
怖

い
」
。

体
育

や
ク
ラ
ブ
活
動

で
利
用

す
る
校
庭

の
上
空
を

軍
用
機
が

飛
び

、
騒
音

で
授
業

が
中
断

さ

れ
る
こ
と
も
少
な
く
な

い
。
基

地

に

近

い

小

学

校

の

教

頭

は

「
児
童

に
け
が
が
な
く

て
よ
か

っ
た

」
と
胸
を
な

で
下
ろ
す

一

方

、
「
子

ど

も

の
安

全
を

守

り

た

い
が

、
学
校

で
対
処

で
き

る

話

で
は
な

い
。
国
な

ど
が
し

っ

か
り
交
渉

し
て
く
れ
な

い
と
」

と
注
文
を
付
け
た

。
別

の
小
学

校

の
校
長

は

「
米
軍

に
は
点
検

を
怠
ら
ず
に
や

っ
て
は

し
い
」

と
淡

々
と
話

し
た

。

市

内

の

タ

ク

シ

ー

運

転

手

（
５０
）
は

「
ぁ
ん
な

に
大
き

い
部

品
が
落
ち
る
な
ら

、
お
ち
お
ち

運
転
も
し

て
い
ら
れ
な

い
」
と

予
測
不
能

の
事
態
に
困
惑

し

て

い
た
。


